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SH7734グループ 
イーサネット受信設定例 

要旨 
本アプリケーションノートでは、SH7734のイーサネット受信設定例について説明します。 

 

本書の位置づけ 
本アプリケーションノートは、「SH7734グループ SH7734初期設定例（R01AN0665JJ）」に記載されてい
る初期設定例とサンプルプログラムをベースとして、イーサネット機能の設定例を説明しています。初期設
定例に関する説明は省略していますので、「SH7734グループ SH7734初期設定例（R01AN0665JJ）」のアプ
リケーションノートをご参照ください。 

 

対象デバイス 
SH7734グループ 

 
本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの使用にあわせて変更し、十分
評価してください。 
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1. 仕様 
• ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）のMAC（Media Access Control）機能と E-DMAC（イー
サネットコントローラダイレクトメモリアクセスコントローラ）機能を使用し、対向ホストコンピュータ

から受信したイーサネットフレーム（図 1.2参照）のうち、プリアンブル、SFD、CRCを除いた部分を受
信バッファである DDR2-SDRAMメモリ上に格納します。 

• 本製品は GMII（Gigabit Media Independent Interface）、MII（Media Independent Interface）、RMII（Reduced 
Media independent Interface）に対応していますが、参考プログラムは RMIIに対応した評価ボードを対象と
しています。インタフェースによる設定の違いについては「SH7734ユーザーズマニュアルハードウェア
編（R01UH0233JJ）」ギガビットイーサネットコントローラ（GETHER）の章を参照ください。 

• 参考プログラムは、MAC機能と E-DMAC機能を使用した 10/100Mbps転送の設定例であり、GETHERの
以下の機能については使用していません。 

• GMIIによる 1000Mbps転送機能、MIIによる 10/100Mbps転送 
• TSU機能 
• CAM機能 
• フロー制御 
• Magic Packetの検出 
• チェックサム計算機能 

表1.1 使用する周辺機能と用途 

周辺機能 用途 
GETHER ギガビットイーサネットコントローラ： 

物理層LSI（PHY-LSI）と接続することにより、MAC機能でイーサネットフレームを
生成あるいは分解し、E-DMAC機能でメモリ上の送信／受信バッファとの間で高速な
転送を行います。 
詳細は「SH7734ユーザーズマニュアルハードウェア編（R01UH0233JJ）」ギガビッ
トイーサネットコントローラ（GETHER）の章を参照ください。 

 
 

対向ホストPC

SH7734評価ボード

イーサネットクロスケーブル

MACアドレス 00-01-02-03-04-05 例) 00-0E-35-18-34-FA(例)

受信方向

 

図1.1 動作環境 

 

単位：バイト

プリアンブル SFD あて先MAC
アドレス

送信元MAC
アドレス

データ部 CRC

60～1514バイト

タイプ /
長さ

1 6 6 2 46 ～ 1500 47単位：バイト

プリアンブル SFD あて先MAC
アドレス

送信元MAC
アドレス

データ部 CRC

受信バッファに格納するデータ 60～1514バイト

タイプ /
長さ

1 6 6 2 46 ～ 1500 47

 

図 1.2 イーサネットフレームフォーマット 
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2. 動作確認条件 
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 
表2.1 動作確認条件 

項目 内容 
使用マイコン SH7734（R8A77343） 
動作周波数 EXTAL 入力周波数: 33.3333MHz 

CPU クロック（clki）：400MHz 
SHwy クロック（clks）：200MHz 
SHwy クロック（clks1）：100MHz 
DDR クロック（MCK0/MCK0#/MCK1/MCK1#）：200MHz 
バスクロック（clkb）：50MHz 
周辺クロック（clkp）：50MHz 

動作電圧 IO supply power（3.3V） 

Core supply power（1.25V） 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop (Version 4.08.00.011) 
ルネサス エレクトロニクス製 

C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.04 release00) 
Cコンパイラ 

コンパイルオプション 

-cpu=sh4a -endian=little -include="$(PROJDIR)¥inc" 
-change_message=warning -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 
-debug -optimize=0 -gbr=auto -chgincpath -errorpath -global_volatile=0 
-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo

サンプルコードのバージョン Ver 1.00 
エンディアン リトルエンディアン 

処理モード 特権モードのみで動作 

ブートモード CS0ブートモード 
アドレス拡張モード 29ビット 
メモリマネジメントユニット 

（MMU） 
ディスエーブル 

ウォッチドッグタイマ 

（WDT） 
ディスエーブル 

使用ボード ルネサス エレクトロニクス社製 

SH7734評価用プラットフォーム（R0P7734C00000RZ） 
 

3. 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 
• SH7734グループ SH7734初期設定例（R01AN0665JJ） 
• SH7734グループ SH7734イーサネット送信例（R01AN0895JJ） 
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4. ハードウェア説明 

4.1 参考回路 
図 4.1に参考プログラムで使用する RMIIインタフェースのイーサネット PHY-LSIとの接続図を
LAN88710AM／SMSC社を例に示します。その他周辺回路の結線等につきましては、SH7734 評価用プラッ
トフォーム（R0P7734C00000RZ）の技術ドキュメントをご参照ください。 

RMII0_TXD0

RMII0_TXD1

RMII0_RXD0

RMII0_RXD1

RMII0_TXD_EN

RMII0_RX_ER

RMII0_CRS_DV

RMII0_MDIO

RMII0_MDC

TXEN

TXD0

TXD1

RXD0

RXD1

RXER

CRS_DV

MDIO

MDC

SH7734 LAN88710AM

注）　本図はSH7734とPHY-LSIの結線イメージを記載した
ものであり、実際の基板設計パターンとは異なります。

REF50CK RX_CLK

 

図 4.1 PHY-LSI接続例（RMII） 
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4.2 使用端子一覧 
表 4.1に使用端子と機能を示します。 

 
表 4.1 使用端子と機能 

端子名 入出力 内容 
RMII0_MDC 出力 RMII管理用データクロック 
RMII0_MDIO 入出力 RMII管理用データ入出力 
RMII0_CRS_DV 入力 RMIIキャリア検出 
RMII0_RX_ER 入力 RMII受信エラー 
RMII0_RXD0 入力 RMII受信データ 
RMII0_RXD1 入力 RMII受信データ 
RMII0_TXD_EN 出力 RMII送信イネーブル 
RMII0_TXD0 出力 RMII送信データ 
RMII0_TXD1 出力 RMII送信データ 
REF50CK 入力 50MHz基準クロック 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 
参考プログラムの動作概要のシーケンス図を図 5.1に示します。 

本LSI DDR2-SDRAM ホストPC

GETHERの初期化設定

ディスクリプタリスト作成

ディスクリプタ読み込み

受信起動

ブロードキャスト/ユニキャストフレーム送信

フレーム送信

受信バッファにデータ転送

受信情報をディスクリプタ
へライトバック

受信データ読み出し

loop

10フレーム受信で終了

ユーザ領域にコピー

受信待ち

 

図 5.1 参考プログラムの動作概要シーケンス図 
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5.2 ファイル構成 
表 5.1にサンプルコードで使用するファイルを示します。なお、統合開発環境で自動生成されるファイル、
および「SH7734グループ SH7734初期設定例（R01AN0665JJ）」をそのまま使用するファイルは除きます。 

 
表 5.1 ファイル構成 

ファイル名 概要 備考 
sh7734_main.c イーサネット受信のメイン処理モジュール  
r_ether.c イーサネット送受信設定モジュール  
r_phy.c PHY-LSI自動交渉処理モジュール  
dbsct.c メモリの初期化  
intprg.c イーサネット送受信割り込み関数を定義  
r_ether.h イーサネット送受信設定モジュールの外部参照

用インクルードヘッダ 
 

r_phy.h PHY-LSI自動交渉処理モジュールの外部参照用
インクルードヘッダ 

 

typedefine.h 変数型の名称の宣言ヘッダ  
vecttbl.src 例外（リセット、一般例外、割り込み）関数テー

ブル、例外関数処理中の割り込みレベル設定テー

ブル 
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5.3 定数一覧 
表 5.2にサンプルコードで使用する定数を示します。 

 
表 5.2 サンプルコードで使用する定数 

定数名 設定値 内容 
NUM_OF_USER_BUFFER 10 ユーザデータ領域 
NUM_OF_TX_DESCRIPTOR 8 送信ディスクリプタ数 
NUM_OF_RX_DESCRIPTOR 8 受信ディスクリプタ数 
NUM_OF_TX_BUFFER 8 送信バッファ数 
NUM_OF_RX_BUFFER 8 受信バッファ数 
SIZE_OF_BUFFER 1600 バッファサイズ 
MIN_FRAME_SIZE 60 最小フレームサイズ 
MAX_FRAME_SIZE 1514 最大フレームサイズ 
LOOP_100us 6700 100μsソフトウェアウエイト 
EDMAC_EESIPR_INI_SEND H’2428 0700 GETHER EESIPR送信時設定 

割り込み関数内で送信割り込みを判定 
EDMAC_EESIPR_INI_RECV H’0205 001F GETHER EESIPR受信時設定 

割り込み関数内で受信割り込みを判定 
EDMAC_EESIPR_INI_EtherC H’0040 0000 GETHER EESIPR E-MACステータス割り込み許可 

割り込み関数内で E-MAC割り込みを判定 
EtherC_ECSIPR_INI H’0000 0004 GETHER ECSIPR設定 
 
レジスタアドレス関連、統合開発環境で自動生成されるもの、「SH7734グループ SH7734初期設定例

（R01AN0665JJ）」で記載あるものについては、記載を省略します。
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5.4 構造体／共用体一覧 
図 5.2にサンプルコードで使用する構造体／共用体を示します。 

/* ==== Transmit descriptor ==== */ 

typedef union 

{ 

    uint32_t LONG; 

    struct{ 

        uint32_t TACT:1;            /* Transmit descriptor enabled */ 

        uint32_t TDLE:1;            /* End of transmit descriptor */ 

        uint32_t TFP :2;            /* Location 1, 0 within transmit frame */ 

        uint32_t TFE :1;            /* Transmit frame error */ 

        uint32_t TWBI :1;           /* Write-back completion interrupt notification */ 

        uint32_t reserved1 :16;     /* Reserved */ 

        uint32_t TFS9:1;            /* Transmit FIFO underflow (TCU bit in EESR) */ 

        uint32_t TFS8:1;            /* Transmit abort detect (TABT bit in EESR) */ 

        uint32_t reserved2 :8;      /* Reserved */ 

    }BIT; 

} td0_t; 

 

typedef struct 

{ 

#if defined(_BIG) 

    uint16_t    TDL;                /* Transmit buffer data length (Big endian) */ 

    uint16_t    reserved; 

#else 

    uint16_t    reserved; 

    uint16_t    TDL;                /* Transmit buffer data length (Little endian) */ 

#endif 

} td1_t; 

 

typedef struct 

{ 

    uint8_t    *TBA;                /* Address of transmit buffer */ 

} td2_t; 

 

typedef struct tag_edmac_send_desc 

{ 

    td0_t    td0; 

    td1_t    td1; 

    td2_t    td2; 

    struct    tag_edmac_send_desc *pNext; 

} edmac_send_desc_t; 

 

/* ==== Receive descriptor ==== */ 

typedef union 

＊エンディアンにより構造体内の配置が逆転 
 するために、各エンディアンの構造体を 
 記述しています。 
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{ 

    uint32_t LONG; 

    struct{ 

        uint32_t RACT:1;        /* Receive descriptor enabled */ 

        uint32_t RDLE:1;        /* End of receive descriptor */ 

        uint32_t RFP :2;        /* Location 1,0 within receive frame */ 

        uint32_t RFE :1;        /* Receive frame error */ 

        uint32_t PV  :1;        /* Padding insertion */ 

        uint32_t reserved1:16;  /* Reserved */ 

        uint32_t RFS9:1;        /* Receive FIFO overflow (RFOF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS8:1;        /* Receive abort detect (RABT bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS7:1;        /* Receive multicast frames (RMAF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS6:1;        /* Carrier extension error (CEEF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS5:1;        /* Carrier extension loss (CELF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS4:1;        /* Residual bits frame receive error (RRF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS3:1;        /* Long frame receive error (RTLE bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS2:1;        /* Short frame receive error (RTSF bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS1:1;        /* PHY-LSI receive error (PRE bit in EESR) */ 

        uint32_t RFS0:1;        /* Receive frame CRC error detected (CERF bit in EESR) */ 

    }BIT; 

} rd0_t; 

 

typedef struct 

{ 

#if defined(_BIG) 

    uint16_t    RBL;                /* Receive buffer length (Big endian) */ 

    uint16_t    RDL;                /* Receive data length (Big endian) */ 

#else 

    uint16_t    RDL;                /* Receive data length (Little endian) */ 

    uint16_t    RBL;                /* Receive buffer length (Little endian) */ 

#endif 

} rd1_t; 

 

typedef struct 

{ 

    uint8_t *RBA;                   /* Receive buffer address */ 

} rd2_t; 

 

typedef struct tag_edmac_recv_desc 

{ 

    rd0_t    rd0; 

    rd1_t    rd1; 

    rd2_t    rd2; 

    struct tag_edmac_recv_desc *pNext; 

} edmac_recv_desc_t; 

 

/* ==== The whole transmit/receive descriptors (must be allocated in 16-byte boundaries) ==== */ 

＊エンディアンにより構造体内の配置が逆転 
 するために、各エンディアンの構造体を 
 記述しています。 
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typedef struct 

{ 

    edmac_send_desc_t send[NUM_OF_TX_DESCRIPTOR]; 

    edmac_recv_desc_t recv[NUM_OF_RX_DESCRIPTOR]; 

    edmac_send_desc_t *pSend_top;            /* Registration location of transmit descriptors */ 

    edmac_recv_desc_t *pRecv_end;            /* Registration location and reception end of transmit descriptors */ 

} txrx_descriptor_set_t; 

 

/* ==== Transmit/receive buffers (must be allocated in 32-byte boundaries) ==== */ 

/* ---- Definition of all transmit/receive buffer areas ---- */ 

typedef struct 

{ 

    uint8_t send[NUM_OF_TX_BUFFER][SIZE_OF_BUFFER]; 

    uint8_t recv[NUM_OF_RX_BUFFER][SIZE_OF_BUFFER]; 

} txrx_buffer_set_t;  

 

 

typedef struct 

{ 

    uint8_t  frame[SIZE_OF_BUFFER]; 

    uint32_t len; 

    uint8_t  wk[12]; 

} USER_BUFFER; 

図 5.2 サンプルコードで使用する構造体／共用体 

 

5.5 変数一覧 
表 5.3に表 5.3 static型変数を示します。 

表 5.3 static型変数 

型 変数名 内容 使用関数 
static uint8_t mac_addr MACアドレス R_Ether_Open 
static USER_BUFFER recv 受信データコピー領域 R_Ether_Read 
static volatile 
txrx_descriptor_set_t 

eth_desc ディスクリプタ領域 R_Ether_Read 
lan_desc_create 

static volatile 
txrx_buffer_set_t 

eth_buf 受信バッファ領域 lan_desc_create 

 

5.6 関数一覧 
表 5.4に関数を示します。 

 
表 5.4 関数 

関数名 概要 
R_Ether_Open GETHERオープン関数 
R_Ether_Read GETHERフレーム受信関数 
R_Ether_Close GETHERクローズ関数 
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5.7 関数仕様 
サンプルコードの関数仕様を示します。 

 
R_Ether_Open 

概要 GETHERモジュールを初期化します。 
ヘッダ r_ether.h 
宣言 int R_Ether_Open(uint32_t ch, uint8_t mac_addr[]) 
説明 GETHERモジュールを初期化します。 
引数 • uint32_t ch 

• uint8_t mac_addr[] 
E-MACのチャネル番号 
E-MACの MACアドレス 

リターン値 • [R_ETHER_OK(0)]の場合：オープン成功 
• [R_ETHER_ERROR(-1)]の場合：オープン失敗 

備考 引数で指定した MACアドレスで、GETHERモジュールを初期化します。MACアドレ
スに 0を指定した場合は、EEPROMなど、システムからアドレスを取得します。利用
に応じて実装してください。また、本製品はイーサネットポートが 1チャネルのた
め、引数の E-MACのチャネル番号には 0をセットしてください。 

 
R_Ether_Read 

概要 イーサネットフレームの受信処理をします。 
ヘッダ r_ether.h 
宣言 int R_Ether_Read(uint32_t ch, void *buf ) 
説明 E-DMACが受信バッファに格納したイーサネットフレームをユーザ領域にコピー

し、ディスクリプタ情報を更新します。 
引数 • uint32_t ch 

• void *buf 
E-MACのチャネル番号 
ユーザ領域のポインタ 

リターン値 • (0)以上の値の場合：受信したバイト数 
• [R_ETHER_ERROR(-1)]の場合：エラー発生 
• [R_ETHER_HARD_ERROR(-3)の場合：ハードウェアエラー 
• [R_ETHER_RECOVERABLE(-4)の場合：復帰可能なエラー 
• [R_ETHER_NODATA(-5)の場合：受信データなし 

備考 本参考プログラムのイーサネットドライバには R_ETHER_HARD_ERROR(-3)、
R_ETHER_RECOVERABLE(-4)の戻り値は使用していませんのでご注意ください。
また、本製品はイーサネットポートが 1チャネルのため、引数の E-MACのチャネル
番号には 0をセットしてください。 

 
R_Ether_Close 

概要 GETHERモジュールをリセット、停止します。 
ヘッダ r_ether.h 
宣言 int R_Ether_Close(uint32_t ch ) 
説明 GETHERモジュールをリセット、停止します。 
引数 • uint32_t ch E-MACのチャネル番号 

リターン値 • [R_ETHER_OK(0)]の場合：クローズ成功 
• [R_ETHER_ERROR(-1)]の場合：クローズ失敗 

備考 本参考プログラムのイーサネットドライバには R_ETHER_ERROR(-1)の戻り値は使
用していませんのでご注意ください。 
また、本製品はイーサネットポートが 1チャネルのため、引数の E-MACのチャネル
番号には 0をセットしてください。 
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5.8 フローチャート 

5.8.1 メイン処理 
図 5.3にメイン処理のフローチャートを示します。 

main

成功？

GETHERオープン
R_Ether_Open()

return

GETHERクローズ
R_Ether_Close()

yes

no

yes

GETHERフレーム受信
R_Ether_Read()

10フレーム
受信？

yes

no

GETHERモジュールを初期設定

・受信バッファ領域のデータをユーザ領域にコピー
・ディスクリプタの更新

GETHERモジュールをリセット、停止

 

図 5.3 メイン処理 
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5.8.2 GETHERオープン処理 
図 5.4に GETHERのオープン処理のフローチャートを示します。 

R_Ether_Open

E-MAC/E-DMACレジスタ
のリセット

lan_reg_reset()

自動交渉結果の取得
phy_autonego()

ディスクリプタ作成
lan_desc_create()

成功？
no

yes

E-MAC/E-DMACレジスタ
の設定

lan_reg_set()

return(R_ETHER_OK) return(R_ETHER_ERROR)

GETHERの
モジュールスタンバイ解除

ピンファンクションの設定

MSTPCR1レジスタ
MSTP114ビット = 0 ：GETHERのモジュールスタンバイを解除

MOD_SELレジスタ = 0000 0000h ：Group AのGETHER(RMII)を選択
IPSR4レジスタ = 0001 B6DBh ：Group AのGETHER(RMII)を選択
IPSR5レジスタ = 0000 0000h 　　　：Group AのGETHER(RMII)を選択
IPSR11レジスタ = 0000 09B0h ：Group AのGETHER(RMII)を選択
GPSR2レジスタ = 8000 7C2Fh　　：GETHER(RMII)対象端子を周辺機能に設定

送受信ディスクリプタの作成

GETHERモジュールのリセット

PHY-LSIの自動交渉結果情報の取得

MAC/E-DMACレジスタの設定
受信起動

MACアドレスの設定 MAHR0、MAHL0レジスタに
引数を設定

 

図 5.4 GETHERのオープン処理 
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5.8.3 GETHERクローズ処理 
図 5.5に GETHERのクローズ処理のフローチャートを示します。 

R_Ether_Close

GETHERの割り込み優先順位を０
に設定

E-MAC/E-DMACレジスタ
のリセット

lan_reg_reset()

return(R_ETHER_OK)

GETHERの
モジュールスタンバイ設定

GETHERモジュールのリセット

MSTPCR1レジスタ
MSTP114ビット = 1 ：GETHERをモジュールスタンバイにセット

INT2PRI10レジスタ
GEtherビット = 0h ：GETHERの割り込み優先順位0

 

図 5.5 GETHERのクローズ処理
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5.8.4 GETHERフレーム受信処理 
図 5.6に GETHERのフレーム受信処理のフローチャートを示します。 

R_Ether_Read

return

ディスクリプタを再受信可能

に設定

no

ユーザバッファに

受信データをコピー

受信データ有り？

yes

受信起動

受信バイト数を戻り値にセット

ディスクリプタ管理ポインタ

の更新

受信有効？

yes

no

EDRRRレジスタ
RRビット = 1 ：受信要求をセット

ディスクリプタのRACTビット = 1

Return(R_ETHER_NODATA)

no
ディスクリプタに

エラー情報なし？

yes

ディスクリプタの

エラー情報をクリア

R_ETHER_ERROR（-1）
を戻り値にセット

 

図 5.6 GETHERフレーム受信処理 
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5.8.5 E-MAC/EDMACのリセット関数 
図 5.7に E-MAC/EDMACのリセット関数のフローチャートを示します。 

lan_reg_reset

return

送信/受信FIFO制御部
ソフトウェアリセット

バスクロック（Bck）
 256サイクル以上ウエイト

GETHERモジュールの
ソフトウェアリセット

E-DMACの送信/受信部を起動

ARSTRレジスタ
ARSTビット = 1 ：ソフトウェアリセット

EDSR0レジスタ
ENTビット = 1 ：送信部起動
ENRビット = 1 ：受信部起動

EDMR0レジスタ
SWRTビット = 1送信FIFOソフトウェアリセット
SWRRビット = 1受信FIFOソフトウェアリセット

 

図 5.7 E-MAC/E-DMACのリセット関数 

 

5.8.6 送受信ディスクリプタ初期化関数 
図 5.8に送受信ディスクリプタ関数のフローチャートを示します。 

lan_desc_create

return

送信ディスクリプタ初期設定

ディスクリプタ領域の０クリア

受信ディスクリプタ初期設定

送受信バッファの０クリア

ディスクリプタ管理ポインタの

初期化

 

図 5.8 送受信ディスクリプタ関数 
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5.8.7 E-MAC/E-DMACレジスタセット関数 
図 5.9に E-MAC/E-DMACのレジスタセット関数のフローチャートを示します。 

lan_reg_set

return

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスの設定

E-DMACモードの設定

受信ディスクリプタリスト先頭

アドレスの設定

送信FIFOしきい値の設定

FIFO容量の設定

オーバフロー予告FIFO
しきい値設定

受信フレーム長上限の設定

送受信ステータスコピーの設定

受信方式制御の設定

E-MACモードレジスタの設定

PHY_INT極性の設定

受信データパディング挿入設定

E-MAC/E-DMACステータス
のクリア

E-MAC/E-DMACステータス
割込み許可の設定

E-MACステータスのクリア

E-MAC割込み許可の設定

割り込み優先レベル設定

送受信許可

A

A

送信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタの設定

受信ディスクリプタフェッチ

アドレスレジスタの設定

送信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタの設定

受信ディスクリプタ処理済

アドレスレジスタの設定

送信ディスクリプタ最終

フラグレジスタの設定

受信ディスクリプタ最終

フラグレジスタの設定

自動PAUSEフレームの設定

手動PAUSEフレームの設定

自動PAUSEフレーム再送回数設定

半二重/全二重転送方式の設定

転送速度の設定

割り込みマスククリア

TDLAR0レジスタにディスク
リプタ先頭アドレス設定

RDLAR0レジスタにディスク
リプタ先頭アドレス設定

TDFAR0レジスタにディスク
リプタ先頭アドレス設定

RDFAR0レジスタにディスク
リプタ先頭アドレス設定

TDFXR0レジスタにTDFAR0
レジスタの1つ前のディスク
リプタアドレス設定

RDFXR0レジスタにRDFAR0
レジスタの1つ前のディスク
リプタアドレス設定

TDFFR0 = 0000 0001h

　：前回読み出しは最終ディス
クリプタ

RDFFR0 = 0000 0001h

　：前回読み出しは最終ディス
クリプタ

EDMR0レジスタ
DE = 1 ：リトルエンディアン
     = 0 ：ビッグエンディアン
DL = 0 ：ディスクリプタ長16

バイト

TRSCER0 = 0000 0000h
　：全てのステータスをディス
クリプタにコピー

TFTR0 = 0000 0000h
　：ストア＆フォアードモード

FDR0レジスタ
TFDビット = 07h
　　：送信FIFO2048バイト
RFDビット = 0Fh
　　：受信FIFO4096バイト

RFLR0 = 0000 0000h
　：受信フレームデータ長
1518バイト

RMCR0レジスタ
RNCビット = 1 ：連続受信

フロー制御未使用

パディング未挿入

ECMR0 = 0000 0000h
　：サムチェック計算未使用
　：60バイト未満データをパ
ディング

　：Magic Packet検出不許可

RMII/MII/GMII選択 RMI_MIIレジスタ
rmii_stビット = 0 ：RMII選択

PIPR0レジスタ
PHYIPビット = 0
　　：PHY-INT Lアクティブ

フロー制御未使用

フロー制御未使用

フロー制御未使用

ECMR0レジスタ
DMビット = 0：半二重
             = 1：全二重

GECMR0 = 0000 0000h
　：10Mbps転送

= 0000 0004h
　：100Mbps転送

EESR0 = FF7F 07FFh

EESIPR0 = 266D 071Fh
　：送信/受信/E-MAC割り
込みを許可

ECSR0 = 0000 001Fh
　：E-MACステータスクリア

ECSIPR0 = 0000 0004h
　：E-MAC割り込みを許可

INT2PRI10レジスタ
GEtherビット = 5：GETHER
割り込み優先レベル

INT2MSKCR レジスタ
GEtherビット = 1：GETHER
割り込みマスククリア

EDRRR0レジスタ
RRビット = 1：受信起動
ECMR0レジスタ
REビット = 1：受信起動
TEビット = 1：送信起動

 

図 5.9 E-MAC/E-DMACのレジスタセット関数 
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5.8.8 GETHER割り込み関数 
図 5.10に GETHERの割り込み関数のフローチャートを示します。 

本参考プログラムでは特に処理を行っていません。 

INT_GEther

return

E-MAC/E-DMACステータスレジ
スタ(EESR)の読み出しとクリア

送信関連の

割込み発生？

yes

no

E-MAC/E-DMACステータスレジ
スタ(ECSR0)のクリア

送信割り込み処理
lan_send_handler_isr()

受信割り込み処理
lan_recv_handler_isr()

E-MACステータス割り込み処理
lan_etherc_handler_isr()

受信関連の

割込み発生？

yes

no

E-MAC関連
割込み発生？

yes

no

割り込み処理は行っていないので、
使用時に記述してください

割り込み処理は行っていないので、
使用時に記述してください

割り込み処理は行っていないので、
使用時に記述してください

5Pcycウェイト 割り込み優先順位判定時間待ち

 

図 5.10 GETHER割り込み関数 
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5.8.9 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理 
図 5.11に PHY-LSI自動交渉結果の取得処理のフローチャートを示します。 

phy_autonego

５秒経過？

return

yes

no

no

自動交渉完了？
yes

リンクモード取得

MIIレジスタ1をリード
phy_reg_read

MIIレジスタ5をリード
phy_reg_read

MIIレジスタ1(Basic Status)のビット5が1になり
自動交渉プロセスが完了したことを確認します。

MIIレジスタ5(Auto-Negotiation Link Partner 
Ability)のビット8～5で、リンク相手がサポート
している接続モードを確認します。

50msウェイト

PHY-LSIのリセット

LAN88710AMの仕様上、リセット後に50msの
ウェイトが必要

 

図 5.11 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理 

 

5.8.10 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数 
図 5.12～図 5.15に PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数のフローチャートを示します。 

phy_reg_read

return

プリアンブル出力
mii_preamble

コマンド出力（リードコマンド）
mii_cmd

バス解放（送信元切り替え）
mii_z

DATA入力
mii_reg_read

バス解放
mii_z

 

図 5.12 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数（1） 
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mii_preamble

return

32ビット出力？

yes

no

mii_cmd

return

コマンドのb15-b14に
STコード（01)をセット

yes

no

コマンドb13-b12に
OPコード(10 or 01)をセット

コマンドb11-b7に
PHYADコード(xxxxx)をセット

コマンドb6-b2に
REGADコード(xxxxx)をセット

コマンドを1ビット左シフト

1ビット 1出力
mii_write_1

1ビット 0出力
mii_write_0

コマンドの

最上位ビット=1?

1ビット 1出力
mii_write_1

14ビット出力？

no

yes

 

図 5.13 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数（2） 

 

mii_z

return

PIRレジスタに0x00000000をライト
PIRレジスタに0x00000001をライト
PIRレジスタに0x00000001をライト
PIRレジスタに0x00000000をライト

mii_reg_read

return

PIRレジスタに0x00000000をライト
PIRレジスタに0x00000001をライト

16ビットリード？

yes

no

PIRレジスタのMDIビットをリード

PIRレジスタに0x00000001をライト
PIRレジスタに0x00000000をライト

 

図 5.14 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数（3） 
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mii_write_1

return

PIRレジスタに0x00000006をライト
PIRレジスタに0x00000007をライト
PIRレジスタに0x00000007をライト
PIRレジスタに0x00000006をライト

mii_write_0

END

PIRレジスタに0x00000002をライト
PIRレジスタに0x00000003をライト
PIRレジスタに0x00000003をライト
PIRレジスタに0x00000002をライト

 

図 5.15 PHY-LSI自動交渉結果の取得処理の各関数（4） 
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5.9 セクション配置 
表 5.5にセクション配置を示します。 

表 5.5 セクション配置 

セクション名 セクション用途 領域 配置アドレス（仮想アドレス） 
P プログラム領域（指定なしの場合） ROM
C 定数領域 ROM
P$PSEC セクション初期化プログラム領域 ROM
C$BSEC 未初期化データ領域用アドレス構造体 ROM
C$DSEC 初期化データ領域用アドレス構造体 ROM
D 初期化データ (初期値) ROM

H’00003000

B 未初期化データ領域 RAM
R 初期化データ領域 RAM
PRAM ROM化プログラム（P）コピー領域 RAM

H’0C000000

S スタック領域 RAM 0x0FFFF9F0

P0 領域 
(キャッシング可能、MMU 
アドレス変換可能) 

PINTHandler 例外/割り込みハンドラ ROM
VECTTBL リセットベクタテーブル ROM
INTTBL 割り込みベクタテーブル 

割り込みマスクテーブル 
ROM

PIntPRG 割り込み関数 ROM

H’80000800

SP_S TLBミスハンドラ専用スタック領域 RAM H’8FFFFDF0

P1 領域 
(キャッシング可能、MMU 
アドレス変換不可) 

RSTHandler リセットハンドラ ROM
PResetPRG リセットプログラム ROM
P_LBSC_ROM ROM化プログラム領域（LBSC用） ROM
P_DBSC3_ROM ROM化プログラム領域（DBSC3用） ROM
PnonCache プログラム領域 

(キャッシュ無効アクセス) 
ROM

H’A0000000

BETH_DESC イーサネットディスクリプタ領域 RAM H’AD000000

BETH_BUFF イーサネットバッファ領域 RAM H’AD001000
BETH_BUFF2 イーサネットデータ格納領域 RAM H’AD008000

P2 領域 
(キャッシング不可、MMU 
アドレス変換不可)  

INTTBL_OL 割り込みマスクテーブルコピー領域 RAM H’E500E000 OLメモリ  
PINTHandler_IL 例外/割り込みハンドラコピー領域 RAM
PIntPRG_IL 割り込み関数コピー領域 RAM
P_LBSC_IL ROM化プログラムコピー領域（LBSC用） RAM

H’E5200000 ILメモリ  

【注】 特別なセクションを設けている理由、セクションのコピー仕様等については「SH7734 グループ
SH7734初期設定例（R01AN0665JJ）」をご参照ください。 
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6. サンプルコード 
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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ルネサス エレクトロニクスホームページ 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認ください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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